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イランの編み靴「ギーヴェ」の製法について

片岡淳

Making of the traditional “Giveh" shoe in Iran 

Jun KATAOKA*l 

ABSTRACT 

Giveh (jGI:VE/) is a kind of shoe in Persia， Iran， lhe production centers of it in 

Kermanshah province. Giveh is made up of two parls: sole and upper. The sole is rubber or recycled 

cotton cloth ox-hide reinforcemenls， the upper consists of the varied knit technique， not weaving， 

not silk. Looped needle ・ nettingis a kind of sewing based on loops which can be combined in 

vanous way. 

Keywords : Inαn， Looped needle， K nitting， Shoe， Cotton 

はじめに

中近東の国イラン、正式名イラン・イスラム共

和国は、日本の国土の約4.4倍に7.500万人程の人々

が暮らしている。宗教はイスラム教シーヤ派、キ

リスト教、ユダヤ教、ゾロアスター教等がある。

標高が高いため、寒暖の差が激しく、ペルシャ湾

を除くほぼ全域で寒さが厳しいが日本と同じく四

季がある。砂漠気候やステップ気候が大部分だが、

カスピ海沿岸のラシュトなど地中海性気候であり、

年間を通して湿潤な気候であるため、稲作や養蚕

が擁んである。

染織については、ペルシャ紙隆やキリムという

綴や錦やビロード織物、ペルシャ更紗など世界的

に有名である。また、アケメネス朝ペルシャ帝国

の都ペルセポリス (Persepolis)現代ペルシャ語

ではタフテ・ジャムシード (tαkht-ejamshia) 

と呼ばれ、ダレイオス 1世が建設した宮殿群があ

る。紀元前331年、アレクサンドロス大王の攻撃

で破壊され、廃嘘となる。イスファハーン

'1 美術教育教主教授

(Esfiαhαn) にあるイマームモスク (Mりdαn-e

nαqsh-e iαhαn世界の肖像の広場)などの世界遺

産が有名だ。イラン全土で文化遺産は16件ある。

我が国にも深い関係があり、正倉院御物の「白

瑠璃碗j や『犀円紋錦Jなどササン朝ペルシャで

作られたものが今も正倉院に伝存している。

人々の交流もあり、『続日本紀巻第十二』聖武

天皇天平八年には唐の人三人とともに波斯(ペル

シャ)の一人らは天皇に拝謁している。

しかし、ギーヴェという編み靴については全く

知られていない。

「ギーヴ‘エJという編み靴との出会いは、 2002

年9月日本織物文化研究会(帝塚山大学植村和代

会長)第三回イラン染織調査旅行に同行したとき

だ。イスファハーンからナイーンそしてヤズト近

郊の村にギーヴ、エを作っている老人宅を訪ねたこ

とが始まりだった。調査地は、ナイーン、ヤズド、

ケルマーン、テヘランを訪ねた。翌年2003年12月

M6のケルマーン州パム大地鍵では、 4万人もの

犠牲者が出た大惨事に見舞われた。その後、 2006
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{1:.9 } jイスファハーン、シャルレコル ド、シラー

ズ、ペルセポリ ス、テヘランを，洲貸した。 2007"ド

9 } jの旅は、ケルマンシャー ・サナンダジ(1I1f，

セネ)・タブリーズ ・ラシュトに、 2011"'"9 }-)は

テヘラン、イスファハーン、カシャーンの術をl訪

れ、ギーヴェについては計4同の，UI.j有を行なうこ

とが山米た。このギーヴェを調べて今作で1lilユが

絞っていた。初めてのイランの旅で見たI'iタイヤ

を利JlJした靴此のギーヴ'ェのほか、11'許11や此1511に

それぞれの 1:地の人々が使うギーヴェに迎いがあ

ることが少しずつ分かつてきた。本航では編み市ft

ギーヴェについてその制作)JWと純矧について切

iりする。

写真 1 初めて出会った編み靴。古タイヤを利用し
た靴底。甲部にはダイヤモンドの柄が3つ
編み出され、 切り替えにフ リンジがついて
いる.躍に革張りが施されている。 (tu.

pasneh)踏を踏んで履く場合もある。ヤ
ズド近郊の村にて購入。

1 ギーヴェとはどういうものか。

乾燥地仰のごつごつした岩肌や主L際の上を~

くのに砧迎な靴である。 耐久性のある布到の靴

}J:~ におil糸をf. 1 で制物した叩部からできている。

ギーヴェは大きく分けて 3つの行11分と工科に分

けることができる。一つは、 靴底作り・1i11'f1¥(1 

り ・低1~1\ と rp 日1\を縫い付ける I:仰に分けられる。

しかしこれらの分業は制作地や年代によって少

しずつ変化がある。昨イ1:2011年 9F1のテヘラン

に作らすケルマンシャー出身の靴編みl時人は靴

ほから叩日1¥まで靴を作り上げるといい、従来3

人の職人情j戊から少しずつ変化してきているも

のと忠われる。

l悟史については、『ペルシャの伝統技術 胤

1:' }銑~・ lfi百人』 に次のよ うに J?かれている。

「ギーヴ工作りという地味な技術の先述ili!IN
については， ほとんど知られていない。 1105

年に照~，ぷイブン・アルパルヒーは、ファール

ス地)jのグンディジャーン UJl代のジャ ミーレ、

Jamilch)がギーヴエ製造業でイI名であったと

述べている。 [LcSLmnd日， 1903 p69]。また，

そのj)i'i;.~は、 1340作に地理学行モストウフィー

がそこを訪れたときにも依然として栄えていた

という。今11、イスフ ァハーンとシラーズの川

の I~::j)J;iに1川;'吋司るアーパーデ比のものである。J

2 靴底作り

靴J氏は木和ilの ，~，シーツ (kohnh) を約2.5cl11に

純11長い椛状に製く。それらの和状の布の上にキャ

ティラという初1(katireh卜ラガントガム)を検

る。 1，I，j*.止を小心に向かつて折り、さらに折る

(折縦)。次lこ/i，'j(mosteh)で叩いて平たくする。

これらを靴ほのI"Jさまでいくつもならべて、 ri

)Jで締め1，';1<，!担える。その阿(UtJと111火に、vらな

突き主|で六をあけ、 1.75cl1l'~;.\の平たいイ l以で慨

した'1・の皮を?っ。 そして折純で作られた靴の

(WJiITiをナイ フで切り?をえる。腕と爪先に111下の

J11 に穴をあけた物を用志して、 ノ'1<で'r，I~ らした7ti

紛で~ftJi~をさ らに締め付けてイIJ を 'J9t靭にする。

建舎
じ
三勢

図1 靴底の穿ち方。鍾と爪先には山羊の角の補強
をつける。

図2 さらに靴底を強く するために図2のように水
につけた革紐を靴の上下に通して縛り上げて
靴を U字に曲げて乾燥させる.さらに乾くと、
木槌で叩いて平らにする。使う時はこの靴底
の面のみ紐を切って履く。
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3 甲部作り

ぷ材は木綿j十絞り糸 (nah10岳Z撚り lii糸

20-4>: s撚り) 10/20の木綿布を使って大量|で編

んで作る。

この他の靴底には木綿布の替わりに使われな

くなった古タイヤを靴此にする。木14Uイ，;を使っ

たものよりも安価Ijである。 イスファハーン近郊

で見かけた。写真 1参!!任。

まず、 [1'1音11に山_;I~のよHい毛 Z撚り ljl糸を四本

S撚り合糸した糸と羊毛の同級の糸を使い、 一

目i泣きに杢糸のようにアウ トライ ンステッチを

する。

つぎにアウト ラインステッチ l目にブラン

ケットステッチを 3~4 目する。

この目に主|編みを行なう。最後にほと叩部の

ところを 4段アウト ラインステッチを行い完

J~ とする。

写真2 ヤズド近郊の村にて。編まれた甲部。ケル
マンシャーやコルディスタン地方以外では、
このような甲部と底部を繋ぐ方法で作ると
ころもある。

4 牛の生皮

石灰で慨されたιI~.の J12 を1. 75cm l阪に切 りそ

ろえた，'，'，:*11:を靴底の補強材として使う。この他

に羊や山羊のl列然・胤縦しや、牛、ロパ‘馬の

伎のタ ンニンl慨しのプ通りがあることをケルマ

ンシャーの近郊、イ ラク国境近くのジャパンルー

べという村で聞き取り を行なった。

5 山羊の角と釘

タ'}I'IJIlの，Y-ftの阻と爪先には山学のf()をつけて

釘がHち付けてあり、女性州にはない。この靴

を)1}Iくと、歩くたびに刊がI!日り、列刊:が近づい

てくる知らせの役古IJをするという。女性は来訪

?i.が9Jitであることを附:認するためである。 ケ

ルマンシャーのクルドの人々の踊りには、互い

に小J告を絡めて1-'J II!fiを作って陥る。 蹴や)[¥先を

大j也に打ち付けて'1径やかな踊りをする11寺には必

H~の革ftであるという 。

6 1¥1・(suzan/gi vch-bafi) 長さ lOcmほどのと

じtl・を{史う。テヘランの国立問物館には怜針が

鹿/1ミしであり、 このような主|・でも編物をするこ

とが可能と忠われ る。ラ シュ卜のTljJ~にループ

細みの垢擦り具が光られていた。

図3 甲部の立ち上がり針編みの組織

ブランケット ステッチまたはボタンホール

ステッチをまずおこなう。つぎにループドニ一

ドルネッ ト編みをする。この編み方は、スウェー

デンのス トックホルムj寵史tW!1勿tt):((Historiska 

museet， Stockholm) や聞のルン ド文化歴史

tllj物館 (LunclI(ulturhistorika museet)、デ

ンマークのコペンハーゲンにはミ トンの手袋が、

ドイツのベルリンの同物館 (theSLaatlisches 

muscum in I3crlin)には絹製の11'¥-1子などが展示

さ ~1ていた。 WANcmNT DANISH TEXTILES 

F'ROM BOGS AND BURIALSJ P310にはエ

ジプ トに問機の技法がある と述べている。この

ほかに雨凶ヨーロッパやアイスラン ド、南米ペ

ルーにあるという。

7 爪先製作用金具型

写真2 2011年 9月撮影。靴の爪先には写真のよう

91一
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ような道具を使うようになったのは最近だ
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8 甲の部分 木綿糸 Bcnpark靴底の上部輪邦に添ってアウトライ

S燃り単糸204-=をSノウドIJにさらに強く撚り合 ンステッチを絡す。 (lsfahan) あるいは、写点.

わせたものを使う。 のように思い山羊の毛と白い羊の毛を火11にアウ

トラインステッチした上に木綿糸で紺|かくプラン

9 糸継ぎの仕方 ケット ・ステッチを胞す。 写真4参!!(i。
側而.q1剖lの木綿糸の撚り継ぎの)J法は独特で、

まず、 10本ずつ一つに分け、それぞれの糸端を針

で繊維を ト分ほぐしておく。

写真3 2011年 9月撮影。編まれた糸が短くなると、
i然りをほどき、繊維をさらにほぐす。

焼ぐ糸も同様の状態にしておき、二つに分けた

糸点と、新しい糸を撚り合わせて燃ぐ。そこに短

い方の成りの糸点を撚りのかかった糸のIIJIに告|を

入れて(IIJ阿か入れて撚ぎ合わせる。このような糸

の撚ぎ)jは南米ペルーのインカ裂に多くみられる。

沖制の山総糸の終ぎ)jは機結びと撚り継ぎである。

写真4 2011年 9月織影。左手の糸と右手の糸はほ
ぐされ、 j然り継ぎをする。すると結び目が
無く隠さ心地がよい。

10 部位の名称と工程

コルディスタン (Kordcslan)州マリーパーン

CMarivan)オロマーン (Oroman) 地区H.iver

(Kesha varzi)市 lIajij村山身の人々に受継がれ

ている靴の細み方の下1110は以下の通りである。

写真5 2011年 9月撮影. 白と黒の杢糸は魔除けの
意味がある。

写真6 2011年 9月撮影。ブランケット (またはア
ウトライン)ステッチを一目に3-4目刺
す。

① La U ppcr' M idsolcs!IJ而を編んでいるところ。

写真 7 2011年 9月撮影。

② PashcI可cHee! H[ Cかかと)の立ち上がりを

編む。
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③ Sakal内 '1、oc中ftの)M¥:を編む。

@ Damg・hal'11'背11前方立ち上がりを編む。

⑤ J-Ja tirn紋11記りをする。

@ Shimzc ¥¥itlJ¥;と編みl'1Ilのつなぎ日を改めて主|・

編みをして仕上がり。

⑤ Damghar '1‘onguc爪先の上

@ f-Iatirn 11嬰と舌を結ぶ紋制み

⑦ Shirazc WclLアッパーと)!'(を編み自(fiる。

靴底 (thaL，sivch) OuLsolc使川済のシーツ

など (kohnch)を 3cmほどに綱11く裂き、二つi)r

りにしてキャティラというアザミ科の他物の似か

らとれる汁}り気のある液につけてかたち作る。 11
ん中にLI二の1:肢を穿つでもIi強する。

写真8 2011年9月撮影。底部の表と議。甲部を編
み始めるところ。

写真9 2011年9月撮影。靴の底。

これはl:tlの部分を作り終えると切り落とす。こ

れで履くことができる。つま先とかかとには山;，，::

の角を取り 卜lけ、ほの部分には釘を数本打ち付け

る。これは削りの11寺に大地をl鳴らす役目をするちょ

うどタ ップダンスのポール(爪先日(IJ)と ヒール

(雌似1])にチップがあるのと|百jじである。

写真10 ケルマンシャーの町中のギーヴェ工房で鱗
入したもの。甲のところに飾り紐がついて
いる。

写真11 靴底の様子 力シャーン市内フィン庭園博
物館にて。

写真12 イスファハーンからシラーズに行く途中の
後iで購入した靴底。

， ， 加工

キャティラ (katirch) といわれる汁}りのある

糊を靴Ji(そして叩の部分にまんべんなく塗る。 こ

れはアザミ科の他物の似から採るという。しかし、
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的国しよく調べてみると確かにIJ;tJ2I'i国はイ ランで

あったが、アザミ科ではなく、 R，folの植物からf:;
られる分泌物であった。

中東山岳地帯に広く自生する訂.科の低木トラガ

ント (Astragalusgummificrしabillardicre:ftl0か

ら版取する分泌物トラガン トガム ('1')・agacanthgum) 

である。 用途は期あli安定剤 、 乳化~IJ、 製造川行11

で、成分は多私!f類である。アラビアガムともいう。

チューインガムやチーズケーキ ・シュガーアー ト

に{史ーわれるほか、シャンプー ・ n~Jゃ化粧水乳液

などに使われている。イランではぺルシャ吏紗の

仕上げにこのガム(現地ではキャティラという)

の水fiii伎を塗り、光沢と張りを/.1.¥す。またイスファ

ハーンからナイーンそしてヤズドに向かう途1'11の

や!ク オーパイ村でアパ布といわれるラクダと.:fの

毛を糾糸に経糸は木綿糸を他ーったτp:織物の仕上げ

にこのキャティラを使う。起毛した後、これを明

り、アイロンをかけて光沢を山す。

コルテーィスタン州マリーパーン/1¥身の編み手か

らのIHIき取 りでは、ギャパン (Gavan)といわれ

る植物の樹液を娩るという。

m途 変則の早ft 岩JUlが険しいところではこの

靴を履くと滑らず、jffi気性も良い。男性の附りJH

の市ftとしても使われ、 :fJt指と小H'iを互いに絡めて

川をつくり踊る際、爪先と阿!を人J也に叩き、縦十犬

な刊を出すため、 111~(::の骨に笠| をnち付けている。

写真9を参!!日。

F 
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写真13 シャルデコル ドの街で間入したギーベ

雌と爪先に'1-.の'1，伎を釘で打 ち付けることによっ

て、削る I;f，~に il径やかな沓を山すことが出来る。 さ

らに、[11訟では、VJ'I'I:が女性の家に近づくHキに合

問としてこの純l仁1:が音を出す。

12 ギーヴェの種類について

これまで調査してきた民集地は以下の通りである。

l ケルマンシャー(l<crmanshah)

2 ヤズト (Yazcl) 近郊

3 パフティアリ (sakhtiari)州シャル ・デ ・

コルド (8h31・eChaharmahal) 

4 イスファハーン (E日fahan) 近郊

ぷl査をしていくと、イランに住むクルド人が多く

住むj出)jやltiの靴底で見かけた。たいてい、すでに

何百足と作った年季の人ったi搬入がほとんどであっ

た。例外としてケルマンシャーからサナンダジに行

く途中のイラク国民近く のlhで若い1')'~ I-:がふたり工

房兼山を椛えていた。 FI中のみの船影がv:全という

ことで、マスクをつけ、深く帽子をかぶり、If.'.i賊が

1:1:¥ないよう午後3時にはl帰路についた。

写真14 テヘラン市内のバザール近くにあるゴレス
ターン(王宮)博物館施設内部あるペルシャ
式庭園の噴水より、ここには7つの情物館
があり、そのうちのひとつ民族学博物館を
撮る。館内にはイラン各地の民族衣装や伝
統的な生活の再現などが展示されている。

図4 イラン地図
http://www.freemap.jp/mapSearch.php?tage=イランより
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カスピ海とペルシャ的沿岸を除いて、位燥した土

地であるため、木剣iH氏の靴をIfilくことができる。ジー

ルーという木綿のニíf_(~.~の敷物もカシャーンあたり

のモスクや家庭に使われている。キリムという敷物

の白色に木綿糸を使うことがある。羊毛はウールと

いうよりもヘアーに近い光沢と強さがある。

写瓦15 上段向かつて左から、ヤス卜(靴底はタイ
ヤ)接合部は牛革を使用。上段向かつて右
が甲部。左から 2番目がシャルデコルド産、
践はヤズド産とほぼ同じ、ただしかなり編
み目が細かく、キャティラを塗つであるた
め光沢がある。躍の飾りと牛革が甲部と底
部の境目に使われている。真ん中イスファ
ハーンからシラーズに向かう途中の街で購
入。靴底も同地産。爪先と躍が狭まってい
る。下段左からケルマンシヤー産。左から
2番目はコルディスタン、マリーンパーン
産。一番右はケルマンシャーから北西サナ
ンダジ(旧セネ)から西のイラク国境近く
の街で求めたギーベ。

写真16 SUl11mer Cotton Shoeカシャーン市内に
あるフィン庭園内にある1導物館にて。高低
差を利用した噴水がある夏の灘宮の施設に
展示されていたギーヴェ。靴底と甲部を縫
い付けるために牛の生皮が縁に縫い付けら
れている。また、キャティラを塗って光沢
をもたせている。躍には赤く染められた革
が縫い付けてある。

写真17 シラーズ地方の男性用靴ギーべ
http://dic.yahoo.co.jp/dsearch?p= parch 111 
ent&stype=O&dtype= 1より

イラクにも同じようなrpの細み方をした靴がある。

写真18 子供用イラクの編み靴。
ラクダの皮底に甲は羊毛編み。
http://www目shoesornoshoes.com/ind巴X.

php?page=ethno _thul11bs&pagenum= 7 # 

ギーヴェは忘れ去られた版物と思っていたが、

イスファハーンのバザーで、改めてその履き心地

の良さがよ~I丘されて 、 若い人も 11.反く 盗を多く 見か

けるようになった。伝統的な剣術iみの申告1¥の靴が

ある.);、かぎ針編みのギーヴ‘エもある。どちら

が伝統I'I(Jであるかははっきりとしていないが、 12

世紀にはすでに作られていたことは明らかだ。か

ぎ針制みはエジプ ト・シリアで始まったとされて

いるが、詳しい報t17がまだ公にされていない。手

川のかかる方法は金|編みであるため，1'-::)側である。
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写真19 イスファハーンのイマームモスクに近いパ
ザルにて。2011年9月撮影。

写真20 一見するとギーヴェに見えるが、伝統的な

まとめ

針編み技法ではなく、かぎ針編みのコマ編
みで作られたギーベである。イスフ ァハー
ンのバザールにて。2011年 9月撮影。

琉球大学教育学部に札、Cf:した1988(lI~jfI1 63) イ |

凶は北欧ノルウェーのl話機 (Thcwarp wcightcd 

100m) について，洲べていた。デンマークのコペ

ンハーゲン ・ノルウヱーのベルゲンやトロムソそ

してスウェーデンのス トックホルム野外|母物郎、

フィンランドのヘルシンキ1."1立問物館・イナリの

針外|咋物館等のl設機についてl削査していた。I話機

lこはr[iJ/t1沿いに作らす SCRSamcとI}'lllをnillこ作

らす SkarpSamc の I t~~機に大別することがわかっ

た。 ドイツ ・オース トリアのハルシュタット文化、

そしてギリシャ)(IVlまで遡ることが分かった。

ノルウェー北トロムソttv.物館で比たサーメ人の

下とのチーズ総し制み rIla rsi fraJの編物とイ

ランの山代国家ギーヴェのK~lIiみ)jがIlÌl じであるこ

とが分かった。 111;界作J也に制みものがあるが、そ

れを梢1&する糸の本数による分triをこころみた。

各地に賎る制物の1ぷ怖や変i語については膨大な資

料のii~J'I! と地域やJlt!~について考察しないとまと

めることができない。ある編み物をみた人が試行・

鉛誤で作りト.げ.その技術が普J:k.したj幼合、変逃

したということはいえない。

|ヌ11にみられるように、ギーヴエの靴JJ's;は純と

爪先に山 子:の f{Jのfllì~ú!はあるものの、その穿ち)j

は!氏に紙凶本のキnがru凶しているものと180cm程

度の紺を Id，j )Jlの親指にかけて輪状として、出nやま~

などの繊維をほぼこれに直角に編み込んでいく我

が回のよll，';01!l作りの柿造とほぼl，iJじである。!jf.J訟

は奈良H年代に大限から伝来したといわれている。

天平IlWieIJl] (752) {I:の大仏間脳会にはペルシャ

やインド、'"問、i!r~ll\1から二万人もの人々が参会

したという。当然、本|似品や身の|日|りの物といっ

しょにもたらされても小思議ではない。さらに捻

り足袋とのl見Jmも興味深・い。

技術というものは. )然史的な1I.'ill¥I!lqhと問、政治

経済|メ分ではなく、 j自1' 1! ・ 文化区分を';;~'に考えて

おかなくてはならない。そしてダーウィンの進化

論では、 :つの制体は必ず競争し、悩れたものが

11券つというJ5-え)jだ。しかし、私たちのjII:界はい

ろいろな技術が共に引きている。 I!':J行氏が『多文

明Jll:Wの桝 1~IJlの '" で Jlk り 上げている今附釘ii司の

主張する r'1:態J!11.1命Jを提唱しているがしごく納

得出米る。生産性と使fllさを追求してきた私たち

は、出ヲ:;をiji純な条('1:で辿認してきた。III界はそ

んなにIP.純なものではない。「一つの全体Jとい

う仏放のjII:桝制とJoij-の中市制でこの 111;をそして

教育を改めて削る11寺山iに来ている。 'l:p，(i1tを追求

して~(i1 liにモノは手に入るが、耐久性が劣り、補

修することよりも新しいモノをI!lIi入する)Jがよい

という考えが支配しているが、 )¥.111のゴミが出る。

JOO)j作liiiから私たちは道具をつくり、利用し

てきた。別問は道以を多くの人の手でつくり、 使

うという 作 り手と利川 市・が余りにもかけ 11~:f[れてい

る。少し修四!をして使うことはほとんど無くなっ

てしまった。人ml)Jlらしめることのひとつに物の

交換があげられるが、その距離があまりにも大き

くなってしまった。身につける物、食べるもの、

住むili然も24Ll岸Htと外気や外光を~IWrする)J l o'i]へ

行・った。i'I然の作成から身を守ることはill物には

必要であるが、自然のセ気や側、 Yeを感じる距離
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片岡:イランの編み靴『ギーベJの製法について

感もたいせつである。

一針一針縫い編みして出来上がるひとつの国を

もたないクルド人の文化のほんの少し理解出来た。

ものっくりという生産者と使用者の距離がない

工芸の世界や図工教育など改めて見直し、生産性

と石油の消費異存にならない未来の生活を暫時模

索して方向転換をしていく必要が追ってきている。

明治時代から西洋の教育や価値観が入り、日本

独自の文化、「美術Jとか「工芸Jということば

を造語する前のものとの関わり方を今一度確認す

る必要がある。自己表現と新しい物がすべてよい

という価値観のみで美術工芸を判断して良いのか。

樋口豊次郎が『新装板工芸の領分工芸には生

活情緒が封印されている』のなかで「粋Jr通J
しゃだっ かいぎや〈 とうかL、
「酒脱Jr譜諮Jr絡晦Jなど芸術的情緒としどの

ように解釈すべきかわからなくなってきていると

述べている。西洋文明を受け入れることはよいが、

日本古来のたとえば飛鳥時代から社寺を建築して

きている金剛組は1423年も続いている。温泉宿や

調味料など1000年も続く企業はヨーロッパには見

当たらない。

工芸教育は現代に活かせるものっくりと歴史に

置き忘れされようとしているものを記録しておく、

また改めて注目するきっかけをつくることも役割

としてある。これからII'HonarhayeBumi Dar 

Sanaye'Dasti Bakh taran (イラン西部パクタラ

ンの手工芸)Jlを英語と日本語で知人の力を借り

て翻訳本を出すことにした。全く知られていない

クルドの靴「ギーヴエJをより多くの人々に紹介

し、文化を残す仕事をつづけたい。
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